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はじめに
 コロナ禍において、話し合い活動にが自由に行えない状況に
なった。

 本校では昨年度より３年計画で、一人一台Chromebookの導
入を進めていたが、GIGAスクール構想予算でその計画が前
倒しされ、今年度12月に、全学年で一人一台のChromebook

が使える環境が整った。

「データの活用」領域において、Chromebookの
ツールを活用した授業実践を行い、その効果や今後
へ向けての検討事項などを考察する。



授業の構想
１～５時間目：データの収集と整理

６時間目：根拠を明らかにした説明

➢ ルーラーキャッチの実験でデータ収集
➢ データカードを用いたの整理・代表値の確認
➢ ヒストグラム・度数折れ線を用いたデータの整理
➢ 相対度数を用いたデータの比較［自分のクラスと学年全体］

➢ 代表値に注目した説明

７～10時間目：目的に応じたグラフの作成
➢ グラフ作成サイトを利用したグラフの作成
➢ グラフを用いたスライド作成
➢ 作成したスライドをクラスで見あう

11時間目以降：ことがらの起こりやすさ
➢ ペットボトルのキャップ・さいころを投げる実験 等



授業の実際
１～５時間目：データの収集と整理
➢ ルーラーキャッチの実験でデータ収集
➢ データカードを用いたの整理・代表値の確認
➢ ヒストグラム・度数折れ線を用いたデータの整理
➢ 相対度数を用いたデータの比較［自分のクラスと学年全体］

手作業でデータを入れ替えたり、
グラフを作成したりすることを
通して、データの整理の方法を
体験的に学習していく。

電卓は、単元を通して
常に使用可としていた



授業の実際
６時間目：根拠を明らかにした説明
① 問題１について、自分の考えをロイロノートで全員に共有

② どのような説明が「わかりやすく」「説得力があるか」全員で確認

③ 後日、教員が添削したものを全員に返却

クラウド授業支援アプリ
「ロイロノート・スクール」
株式会社LoiLo

説明の仕方を全員で確認することで、
よりよい説明への理解を深める。

説明の時に明示する３つのポイント

【比べる視点】…何を用いて比較したか
【比べた結果】…比較して言えること。
【結論】…結果として述べたいこと。

「中学数学１」日本文教出版株式会社 (2011) p.214～215 より作成



授業の実際
６時間目：根拠を明らかにした説明

ロイロノートは全員の意見を
一覧してみるのに優れている



授業の実際
７～10時間目：目的に応じたグラフの作成

① Google Classroomで、クラスごとに数学用Classroomを作成し、
そこで、課題と課題を作成するGoogleスライドを配布

② 生徒一人ひとりが「スグラパ」を利用して、グラフを作成し、
作成したグラフを個人のGoogleスライドに張り付ける。

課題で配布されたGoogleスライドは
生徒個々のデータとなるため、共同
編集はできない。

生徒一人一人が、Chromebookを
用いてグラフの作成、分析を行う。

【課題１】４クラスの比較
【課題２】アンケートのデータを

もとにした比較

作成したスライドをお互いに見合
うことで、作成側と利用する側の
両方の視点を経験する。

グラフ作成サイト
「SGRAPA（スグラパ）」
株式会社正進社



授業の実際
７～10時間目：目的に応じたグラフの作成

③ 【課題２】については、事前に行ったアンケートのデータから
自分で問題を作り、それに合わせてグラフを作成する。

④ 作成したグラフをもとに、自分の「結論」をまとめる。

アンケートは事前にGoogle

フォームを用いて行い、
その結果をまとめたものを
一斉に配布した。



授業の実際
７～10時間目：目的に応じたグラフの作成

⑤ 作成したスライドを１つのデータにまとめ、クラス全体で
共有する。

⑥ 学習班のメンバーに対して、お互いにスライドにコメント
を付ける。



授業の実際
11時間目以降：
ことがらの起こりやすさ

※実践途中のため、経過報告となります。

Googleスプレッドシートで実験データの集計
とグラフ化する。

個人プリントで「気づいたこと」「この先の
予想」を書く。

ロイロノートで班の意見を集約し、全体共有
する。各班の共通点や相違点を確認する。



成果と課題：「データの活用」に関して

 ツールを活用することで、計算力やグラフ作成の力が弱い
生徒でも自ら積極的にデータを分析しようとする様子が見
られた。

➢ 電卓が手元にあるだけでも、計算に苦手意識がある生徒が積極的に
平均値などを計算し、データの比較をしようとする様子が見られた。

 データを作成する側だけでなく、データを利用する側に
立って「他の人の説明を見る」ことはデータ分析の力を高
めていくことにつながった。

➢ 他の人の説明の仕方を見ることで、伝わりやすい説明とはどういう
のもなのか、客観的に理解することができた様子が見られた。

➢ スライドにコメントしあう場面では、スライドの作成が不十分だっ
た生徒でも、他の生徒へのコメントでは的確な意見を残しているこ
とが多かった。



成果と課題：ツールの活用に関して
 教員が目的に合わせてツールを使い分ける必要性を、あら
ためて感じた。

➢ 最終的に一覧したいのかどうか。個別作業か、共同編集か。

 生徒ごとのChromebook活用スキルの差が作業の差になって
しまう場面は多くあった。

➢ 生徒が行う作業が最低限になるように事前の準備（ロイロノートの
カード・Googleスライドデータなど）をしておいたほうがよい。

➢ ロイロノートで全員に提出させる場面では、提出の早い生徒と提出
の遅い生徒の差がかなりできてしまうため、授業展開に工夫が必要
となる。

➢ 個別の課題を作成させる場合は、「一番簡単な方法」を教員が把握
したうえで、それを一回明示する場面があるとよい。

最終的には、どのような場面でどのようなツールを用いるかを生徒自身が選べるように、
３年間の中で段階的に指導していく必要がある。




